
2025年 1月号we’ll
新しい挑戦の準備期間。春に向けて一歩ずつ！
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そ
ん
な
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
絶
好
の
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に
、
弊
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も
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創
業
１
４
０
周
年
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成
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０
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４
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史
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史
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築
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　先日初めてインド出張に行ってきました。高知を 18 時

に出発、いろいろ経由してムンバイに到着したのは翌日の

11 時頃でした。日本とインドの間には 3 時間半の時差が

ありますので移動時間は 17 時間位です。12 月～ 2 月は

乾季です。気温は 30℃を超えますがとても過ごしやすい

気候でした。ムンバイの街はとても活気があります。せっ

かくの機会ですので本場のインドカレーをたくさん頂きま

した。とても美味しかったです。インドの人口は 14.3 億

人で世界一です。自動車産業を始め様々な産業にビジネス

チャンスがあると思います。私たちもインド市場に大いに

期待しておりこれから最大注力する予定です。

出の」０こ跡力

上岡取締役の一言上岡取締役の一言
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イ
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チ
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賞
す
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快
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0
2
4
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し
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実
は
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の
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仏
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催
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れ
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テ
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ル
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お
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外
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安
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し
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を
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テ
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よ
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テ
ス
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れ
る
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が
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適
地
と
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わ
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培
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造
し

た
ワ
イ
ン
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諸
外
国
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内
他
産
地
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ワ
イ
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較
さ
れ
評
価
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れ
る
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と

は
造
り
手
と
し
て
は
何
よ
り
も
嬉
し
い

で
す
。

井上井上のお石灰お石灰な話 INOUEINOUE の思い出 編思い出 編

‐ 　在職時の思い出や覚えていらっしゃることを教えてください　 ‐‐
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に
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　私は、 経理や事務全般でした。 10 人くらいがくるりと机を囲んで電話　私は、 経理や事務全般でした。 10 人くらいがくるりと机を囲んで電話

を置いて、 社長だけちょっと離れていました。 あっ、 最初の頃は電話もを置いて、 社長だけちょっと離れていました。 あっ、 最初の頃は電話も

ありませんでした。 申し込み制でした。 稲生の郵便局に交換手がいて、ありませんでした。 申し込み制でした。 稲生の郵便局に交換手がいて、

朝頼んだ電話が昼頃にやっとつながる。 もうその時にはなんの用事だっ朝頼んだ電話が昼頃にやっとつながる。 もうその時にはなんの用事だっ

たか忘れていたりして…。たか忘れていたりして…。

（昭和 37 ～ 63 年在職　田中　登志さん談）

もなしにるにたと
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と
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わ
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わ
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